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※本座談会は、２０１４年１１月１１日に開催したもの

企
業
の
国
際
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
日
本
経
済

が
持
続
的
成
長
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
日
本
企
業

が
有
す
る
強
み
を
発
揮
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
、
新
興
国
を
は
じ
め
と
す

る
海
外
経
済
の
活
力
・
成
長
を
取
り
込
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
高
度
外
国
人
材
の
活
用
や
対
内
直

接
投
資
の
増
大
な
ど
、
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

推
進
も
課
題
と
な
ろ
う
。
二
〇
一
五
年
を
展
望
し

て
、
世
界
経
済
、
貿
易
、
金
融
、
産
業
の
動
向
と

各
社
の
事
業
戦
略
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
政

策
課
題
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
企
業

活
動
が
、
ど
の
よ
う
に
日
本
経
済
の
発
展
に
貢
献

し
得
る
か
を
議
論
す
る
。
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2014年 2015年
世界 3.3% 3.8%

先進国 1.8% 2.3%

米国 2.2% 3.1%
ユーロ圏 0.8% 1.3%
日本 0.9% 0.8%

新興国 4.4% 5.0%
中国 7.4% 7.1%

世
界
経
済
の
展
望
と

各
社
に
お
け
る
事
業
の

展
開
と
課
題

久
保
田

ま
ず
、
二
〇
一
五
年
の
展
望
な
ら
び
に
各

社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。
初
め
に
、
世
界
経
済
や
国
際
金
融

情
勢
の
現
状
と
展
望
な
ら
び
に
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
、
奥
副
会

長
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
成
長
を
足
掛
か
り
に

反
転
攻
勢
へ
転
じ
て
い
る

奥

世
界
経
済
の
現
状
を
俯
瞰
し
ま
す
と
、
こ
れ
ま

で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
負
の
遺
産
を
抱
え
た

地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
り
ま
し
た
が
、
金
融

危
機
か
ら
六
年
が
経
過
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
・
地
域
が
リ
ス
ク
を
抱
え
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て

は
緩
や
か
な
成
長
軌
道
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

が
二
〇
一
四
年
十
月
に
公
表
し
た
「
世
界
経
済
見
通

し
」
に
よ
る
と
、
世
界
経
済
の
実
質
成
長
率
は
、
同

年
四
月
公
表
時
か
ら
若
干
下
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
が
、

二
〇
一
四
年
は
プ
ラ
ス
三
・
三
％
、
一
五
年
は
プ
ラ

ス
三
・
八
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
別
に
見
る
と
、
米
国
経
済
は
順
調
に
回
復
し
、

二
〇
一
五
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
三
・
一
％
と

昨
年
の
二
・
二
％
か
ら
伸
び
を
高
め
る
見
込
み
で
す
。

失
業
率
も
直
近
で
五
・
八
％
と
、
六
年
ぶ
り
の
低
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
経
済
は
、
成
長
モ
メ
ン

タ
ム
は
弱
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
七
・
一
％
と
七
％
台
を
維
持
す
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
懸
念
さ
れ
る
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
問
題
も
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
い
と
み
て

い
ま
す
。

問
題
は
ユ
ー
ロ
圏
で
、
デ
ィ
ス
イ
ン
フ
レ
の
状
況

が
続
い
て
お
り
、
堅
調
と
さ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
経
済

の
も
た
つ
き
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
わ
ゆ
る

Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
諸
国
の
債
務
問
題
も
根
本
的
な
解
決
を

見
た
わ
け
で
は
な
く
、
加
え
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

と
い
う
不
安
要
素
も
あ
り
、
二
〇
一
五
年
の
ユ
ー
ロ

圏
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一
・
三
％
と
停
滞
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

今
後
、
世
界
経
済
に
関
し
て
注
視
す
べ
き
リ
ス
ク

は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
来
年
半
ば
以
降
と
も

い
わ
れ
る
米
国
の
利
上
げ
に
向
け
た
動
き
で
あ
り
、

世
界
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
小
さ
く
な
い
と
み
て

い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
イ
ス
ラ

ム
諸
国
を
め
ぐ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
で
す
。
そ
し
て
、

三
つ
目
は
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
リ

ス
ク
で
す
。

国
際
金
融
情
勢
は
、
マ
ク
ロ
経
済
と
軌
を
一
に
し

て
い
ま
す
。
日
本
を
含
め
、
先
進
国
の
中
央
銀
行
に

よ
る
金
融
緩
和
政
策
が
当
面
続
く
と
見
込
ま
れ
る
な

か
で
、
低
金
利
、
金
融
緩
和
状
況
の
も
と
、
国
際
金

融
情
勢
は
安
定
的
に
推
移
す
る
と
み
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
で
す
が
、

ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
期
に
わ
れ
わ
れ
は
大
変
な
苦
境
を
経

験
し
、
そ
の
間
、
生
き
残
り
の
た
め
に
海
外
業
務
の

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
五
年
あ
た
り
か
ら
反
転
攻
勢
に
転
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
力
は
ア
ジ
ア
戦
略
で
す
。
ア
ジ

ア
は
、
世
界
の
人
口
の
六
〇
％
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
三
五

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ア
ジ
ア
新
興
国
の
経

済
成
長
率
は
六
〜
七
％
と
先
進
国
対
比
高
水
準
で
、

将
来
を
展
望
す
れ
ば
こ
こ
に
根
を
張
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
し
ょ
う
。
攻
め
方
は
二
つ
で
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
戦
略
と
し
て
は
、
現
地
に
拠
点
を
設
置
し
従
来

の
日
系
、
非
日
系
企
業
へ
の
融
資
や
、
イ
ン
フ
ラ
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
の
投

資
を
行
い
、
ア
ジ
ア
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
イ
ン
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
戦
略
と
し
て
は
、
ア
ジ

ア
各
国
の
ノ
ン
バ
ン
ク
を
含
む
主
要
金
融
機
関
に
対

す
る
出
資
、
買
収
を
通
じ
て
地
元
に
根
を
張
り
、
投

資
収
益
を
日
本
に
還
元
す
る
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

久
保
田

世
界
の
政
治
・
経
済
情
勢
の
展
望
な
ら
び

に
三
菱
商
事
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
、
小
島
副
会
長
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

商
社
に
と
っ
て
変
化
が
大
き
な

時
ほ
ど
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る

小
島

世
界
経
済
に
先
行
き
不
透
明
感
が
出
て
き
て

い
る
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
む
し
ろ
明
る

い
面
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
予
測

で
は
、
世
界
の
貿
易
量
は
二
〇
一
三
年
に
は
前
年
比

二
・
二
％
増
と
伸
び
悩
み
ま
し
た
が
、
一
四
年
は

三
・
一
％
増
、
一
五
年
に
は
四
・
〇
％
増
と
、
少
し

ず
つ
で
す
が
伸
び
て
お
り
、
世
界
各
地
の
現
場
に
お

け
る
私
の
実
感
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

図表１ 世界経済見通し（実質GDP成長率）

出所：IMF「World Economic Outlook」（２０１４年１０月）

日本の成長戦略にとって、経済連携へ
の積極的な取り組みは不可欠であるが、
最も重要なのはTPPである。TPP交
渉は正念場を迎えており、日米双方の
リーダーシップに期待する。グローバ
ル競争に勝つにはイノベーションが不
可欠。グローバル化とイノベーション
が日本の成長戦略の両輪となるべきで
ある。持続可能な成長を実現する環境
整備に取り組むうえで、２０２０年の東京
オリンピック・パラリンピックの開催
は、絶好の機会となるだろう。

（小島順彦）
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※銀行業務を行う主要な現地法人を含む

図表２ 三井住友銀行のアジア向け貸出金残高と拠点数の推移

（年）１４

世界経済は、全体として緩やかな成長軌
道に乗っている。国際金融情勢は、日本
を含む先進国の中央銀行による金融緩和
政策が続くなか、リスクを内包しつつも、
安定的に推移するだろう。日本のメガバ
ンクは、ポストバブル期を経て、アジア
の成長を足掛かりとして、２００５年あたり
から反転攻勢。バーゼル�、各国規制、
TLACなどの金融規制による世界経済へ
の累積的かつ複層的な影響をしっかりと
モニターしつつ、内外において金融仲介
機能、情報仲介機能を果たしていく。

（奥 正之）

１３１２１１

アジアの拠点数※
（６月末、右軸）

１００９０８０７

アジア向け貸出金残高
（３月末、左軸）

０６０５

（１０億ドル）
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４０

８０

７０

６０

５０
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世世
界

の

コ
ス

競

力
の
実
現

技

進
性
の
発
揮

最
適

築

グ
ロ
ー
バ

の
推
進

製
鉄
グ
ル
ー
プ
会
社
の

体
質
強
化

新日鐵住金のグローバル事業体制

hi wakashima umitomocorp.com
グ
ロ

略
の
推
進

自動車向け
容器・家電向け
資源エネルギー向け

鉄道向け
インフラ・建設向け

強い国内事業をベースに海外で成長します

umitomocor

粗鋼生産能力

約 5,000 万㌧ / 年
JVJV生産能力

約 1,900* 万㌧ / 年

*JV合計生産能力, ウジミナスを除く

国内 マザー工場・Ｒ＆Ｄ拠点
として事業基盤を強化

海外 成長地域での需要を捕捉

「 日鐵住金ブランド新 」

を世界で生産

中
国
に
関
し
て
は
、
最
近
現
地
を
訪
問
し
て
み
て
、

日
本
と
の
経
済
関
係
を
非
常
に
重
視
す
る
企
業
が
多

い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
政
治
面
で
冷
え
込

ん
だ
日
中
関
係
が
改
善
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

米
国
に
つ
い
て
は
、
中
間
選
挙
で
共
和
党
が
大
勝

し
た
こ
と
で
政
治
的
に
は
オ
バ
マ
政
権
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
経
済
的
に
は
こ
れ
ま
で
も
次
々
と
危

機
を
乗
り
切
っ
て
き
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
変
わ
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
シ
ェ
ー
ル
革
命
に
よ
り
米
国

は
今
や
世
界
最
大
の
産
ガ
ス
国
と
な
り
、
関
連
産
業

も
好
況
で
す
。目
先
で
は
金
融
の
テ
ー
パ
リ
ン
グ（
量

的
金
融
緩
和
政
策
の
縮
小
）の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、

持
ち
前
の
革
新
力
で
乗
り
切
っ
て
い
く
と
み
て
い
ま

す
。新

興
市
場
と
い
う
点
で
は
、
中
国
と
イ
ン
ド
は
二

〇
一
五
年
も
引
き
続
き
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
な
か
で

も
イ
ン
ド
へ
の
期
待
感
は
大
き
い
で
す
。
昨
年
十
一

月
に
は
、
イ
ン
ド
で
の
国
際
会
議
に
出
席
し
ま
し
た

が
、
モ
デ
ィ
新
政
権
の
誕
生
に
よ
り
改
革
機
運
が
盛

り
上
が
り
、
景
気
も
上
向
き
で
す
。
そ
の
モ
デ
ィ
首

相
が
最
初
に
訪
問
し
た
先
進
国
は
日
本
で
し
た
。
イ

ン
ド
に
は
日
本
と
の
関
係
を
大
事
に
し
よ
う
と
の
機

運
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
も
元
気
で
す
。
主
要
国
の
み
な

ら
ず
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
将
来
性
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
南
米
も
同
様
で
、
二
〇
一
四
年
、
安
倍
総
理
に
同

行
し
て
五
カ
国
を
訪
問
し
た
際
、
将
来
性
を
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
潜
在
力
の
あ
る
ア
フ
リ
カ
も
日
本

は
大
切
に
す
べ
き
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
は

明
る
い
将
来
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
こ
う
し
た
世
界

の
成
長
を
引
き
続
き
取
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

一
方
、
日
本
の
景
気
は
と
い
え
ば
、
消
費
税
引
き

上
げ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
多
少
足
踏
み
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
数
年
前
の
状
況
と
比
較
す
れ
ば
大
い
に
好

転
し
ま
し
た
。
天
津
で
の
サ
マ
ー
ダ
ボ
ス
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ

イ
ン
ド
会
議
に
出
席
し
た
際
、
久
々
に
日
本
に
対
す

る
海
外
か
ら
の
強
い
期
待
を
実
感
し
ま
し
た
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
単
語
も
よ
く
耳
に
し
、「
一
の
矢
、

二
の
矢
は
良
か
っ
た
が
、
三
の
矢
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
」
と
多
く
の
人
た
ち
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
日
本
の

衰
退
イ
メ
ー
ジ
に
一
定
の
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
ま
す
。

当
社
は
、
世
界
約
九
〇
カ
国
に
二
〇
〇
あ
ま
り
の

拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
し
た
が
、
今
は
、
投
資
利
益
が
七

割
程
度
と
な
り
ま
し
た
。
連
結
投
資
先
は
世
界
に
六

〇
〇
以
上
あ
り
ま
す
。
全
世
界
の
情
報
が
集
ま
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
分
析
し
な
が
ら
、
次
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
変
化
が
大
き
な
時
ほ
ど
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
」
と
考
え
る
の
が
商
社
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
も
、
総
合
商
社
の
上
位
五
、
六
社
す
べ
て
が

黒
字
で
し
た
。
こ
う
し
た
業
界
は
世
界
に
あ
ま
り
な

く
、「Sogo

Shosha

」
が
英
語
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
、
日
本
に
し
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
業
態
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
情
報
収
集
力
、
分
析
力
を
も
っ
て
、
次

の
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
保
田

鉄
鋼
産
業
の
現
状
と
展
望
な
ら
び
に
新
日

鐵
住
金
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
、
友
野
副
会
長
に
ご

発
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

世
界
的
に
見
て
鉄
鋼
業
は

成
長
産
業
で
あ
る

友
野

世
界
的
に
見
て
鉄
鋼
業
は
成
長
産
業
で
す
。

成
長
に
は
、量
と
質
の
二
面
が
あ
り
ま
す
。量
に
関
し

て
は
、
世
界
の
粗
鋼
生
産
量
は
一
九
七
〇
〜
二
〇
〇

〇
年
の
三
〇
年
間
で
七
億
ｔ
か
ら
八
億
ｔ
と
一
億
ｔ

の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇

一
四
年
ま
で
の
一
〇
年
ち
ょ
っ
と
で
一
六
億
ｔ
に

ま
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｓ
Ａ（W

orld
Steel

A
ssociation：

世
界
鉄
鋼
協
会
）の
調
査
で
は
、
今

後
も
年
率
三
％
で
成
長
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
的
な
面
で
も
成
長
し
て
い
ま
す
。
鉄
鋼
材
料
は
、

実
は
理
論
強
度
の
数
分
の
一
し
か
工
業
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
つ
い
最
近
ま

で
、
自
動
車
に
使
わ
れ
る
鋼
の
強

度
は
二
七
〇
MPa（
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）

で
し
た
が
、
現
在
で
は
半
分
以
上

が
ハ
イ
テ
ン（
高
張
力
鋼
）に
変
わ

り
、
強
度
は
一
一
八
〇
MPa（
一
�

あ
た
り
約
一
二
〇
�
の
力
で
引

っ
張
っ
て
切
れ
る
強
さ
）ま
で
実

用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
自
動
車
の
車
体
が
大
幅
に
軽

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
見

る
と
、
鉄
鋼
業
は
量
的
に
も
質
的

に
も
成
長
産
業
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。し

か
し
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

生
産
増
大
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ

た
の
は
主
と
し
て
中
国
で
す
。
設

備
投
資
が
先
行
し
て
い
く
こ
と
も

あ
っ
て
、世
界
的
に
は
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
三
億
ｔ
、

日
本
の
鉄
鋼
年
間
生
産
量
の
三

倍
に
相
当
す
る
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
余
っ
た

鉄
は
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
製
品
市
況
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時
に
貿
易

摩
擦
も
生
じ
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
国
が
鉄
鉱
石
や

石
炭
な
ど
を
大
量
に
調
達
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
原

材
料
費
は
高
騰
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
テ
ク

世界的に見て鉄鋼業は成長産業であり、量
的にも質的にも成長を続けている。当社の
戦略としては、国内の製造基盤を徹底的に
強化したうえで、成長する海外マーケット
を捕捉していきたい。基礎産業素材である
鉄鋼は、使ってもらって初めて価値が生ま
れる。競争力のある鉄鋼をつくり、日本の
ものづくりに貢献していくために、他国の
鉄鋼業と同じ土俵で戦えるよう、イコール
フッティングが必要である。日本の鉄鋼業
は、あらためてプロセスイノベーションに
挑戦し、他国を圧倒する技術の獲得を目指
していく。 （友野 宏）

自動車の世界市場は、新興国市場の拡大
に支えられ、引き続き拡大するだろう。
世界販売における日系メーカーのシェア
は３０％で世界一であるのに対し、生産は
１１％と、海外生産が進んできている。当
社は「需要のあるところで生産する」と
いう方針であるが、新興国の多様な需要
に対応して、日本からの輸出が増える可
能性はある。新しい環境技術、安全技術
を装備した自動車を先進国に売り込んで
いくためにも、開発拠点、マザー工場と
しての日本の位置付けは重要である。

（内山田竹志）

図表３ 新日鐵住金のグローバル事業体制
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2014年年9月月 700万万台達成
700万万台

の
設
備
で
生
産
し
て
い
る
た
め
、
大
気
汚
染
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
国
な
ど
の
姿
勢

を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い
く
か
が
、
国
際
的
な
課
題

で
す
。

そ
う
し
た
な
か
、
当
社
の
と
る
べ
き
戦
略
は
、
ま

ず
国
内
の
製
造
基
盤
を
徹
底
的
に
強
化
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
伸
び
て
い
く
海
外
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
の
需
要
捕
捉
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
海
外
を
見
る
と
、
国
の
発
展
過
程
、

産
業
構
造
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
鋼
材
の
性
能
は

違
っ
て
き
ま
す
。
日
本
は
、
そ
の
過
程
を
経
験
し
て

き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
製
品
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
地
で

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
日
本
か
ら
輸
出
し
、

現
地
で
つ
く
っ
た
ほ
う
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
な
る
も

の
は
現
地
生
産
し
て
い
き
ま
す
。「
フ
ロ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」
と
「
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
同
時
に
進

め
る
こ
と
が
、
当
社
の
事
業
戦
略
と
な
り
ま
す
。

久
保
田

自
動
車
産
業
の
現
状
と
展
望
な
ら
び
に
ト

ヨ
タ
の
事
業
戦
略
に
つ
い
て
、
内
山
田
副
会
長
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

環
境
技
術
と
安
全
技
術
が

自
動
車
産
業
成
長
の
推
進
力

内
山
田

自
動
車
産
業
に
お
け
る
世
界
市
場
は
、
新

興
国
の
市
場
拡
大
に
支
え
ら
れ
、
引
き
続
き
拡
大
し

て
い
く
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
の
世
界

市
場
は
約
八
六
〇
〇
万
台
で
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年

ご
ろ
に
は
一
億
台
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
一

方
、
日
本
市
場
は
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
自

動
車
離
れ
等
の
構
造
的
な
問
題
に
よ
り
市
場
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
経
済
の
「
好
循
環
」
と
二
〇
二
〇

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
、
安
定
的
に
推
移
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

世
界
販
売
に
お
け
る
日
系
メ
ー
カ
ー
の
シ
ェ

ア
は
、
約
三
割（
二
〇
一
三
年
）と
最
も
高
く
、

現
在
の
競
争
力
は
高
い
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、

世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
生
産
は
日
本
か

ら
海
外
に
移
り
、
二
〇
一
三
年
の
世
界
生
産
に

お
け
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
約
一
割
で
、
中
国
、

米
国
に
次
ぐ
世
界
三
位
の
生
産
国
で
す
。
販
売

と
生
産
の
シ
ェ
ア
の
差
は
、
そ
の
分
、
海
外
生

産
が
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
自
動
車
産
業
全
体
と
し
て
、
需
要
の

あ
る
と
こ
ろ
で
生
産
し
、
為
替
の
影
響
を
受
け

に
く
く
す
る
と
い
う
ト
レ
ン
ド
は
大
き
く
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
そ
の
拠
点
で
生
産
し
て
供
給
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
新
興
国
で
は
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

日
本
か
ら
輸
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
状
況
次
第
で
は
日
本
で
の
生
産
が
増

え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ト
ヨ
タ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
は
、
先
進
国
と

新
興
国
で
分
か
れ
て
い
ま
す
。
新
興
国
は
成
長
セ
ン

タ
ー
で
、
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
新
興
国
に
お
い

て
シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
に
お
け
る
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
新
興
国
の
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
「
良
品
廉
価
」
の
製
品
の
開
発
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
販
売
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

当
社
は
、
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
生
産
す
る
方
針
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
興
国
市
場
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
需
要
に
対
し
、
現
地
生
産
だ
け
で
賄
う

の
で
は
な
く
日
本
か
ら
の
輸
出
を
増
や
し
て
い
く
チ

ャ
ン
ス
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
先
進
国
で
は
、
新
し
い
技
術
に
よ
る
環
境

負
荷
の
最
小
限
化
や
安
全
へ
の
取
り
組
み
で
需
要
を

掘
り
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。
先
進
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
新
興
国
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
と
ら
え
、
新
興

国
の
販
売
拡
大
と
先
進
国
へ
の
新
し
い
技
術
に
よ
る

市
場
掘
り
起
こ
し
に
よ
り
、
日
本
で
の
生
産
を
維

持
・
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
り
、
裾
野
産
業
を
含
め
た
産
業
全
体

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
注
力
し
て
い
る
環
境
対
策
は
、
自
動
車
の
商

品
力
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
な
課
題
の
解
決
の
た

め
に
も
必
要
で
す
。
ト
ヨ
タ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の

累
計
販
売
は
二
〇
一
四
年
に
七
〇
〇
万
台
と
な
り
、

自
動
車
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
認
知
さ
れ
る
規
模
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
コ
ス
ト
低
減
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
電
池
車
に
つ
い
て
は
、

水
素
の
安
定
供
給
が
課
題
で
す
が
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
水
素
社
会
実
現
を
模
索
す
る
な
か
で
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
走
れ
る
車
と
し
て
新
し
い
環

境
技
術
を
先
進
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
売
り
込
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

努
力
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
ピ
ー
ク
時（
一
九
七

〇
年
）に
年
間
約
一
万
六
七
〇
〇
人
が
交
通
事
故
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
減
少
し
、
二
〇

一
三
年
は
約
四
三
〇
〇
人
で
す
。
一
方
、
世
界
に
目

を
移
す
と
、
二
〇
一
〇
年
に
約
一
三
〇
万
人
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
一
九
〇
〜
二
〇
〇

万
人
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
と
し
て
は
、
自
動
車
の
対
策
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
啓
蒙
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
三
位
一
体
で
交
通
事
故

を
な
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
動
運
転
技
術
が
着
目
さ
れ
て
い
て
、
自
動
運
転
技

術
を
実
装
す
る
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
支
援
し
、

交
通
事
故
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

増
え
て
い
く
こ
と
へ
の
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
環
境

技
術
と
安
全
技
術
を
推
進
力
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
の
な
か
で
戦
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
戦
略
の
実
施
に

必
要
と
な
る
政
策
課
題

久
保
田

事
業
戦
略
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
経

済
連
携
の
推
進
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
に
つ
い

て
、
ご
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
島
副

会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
経
済
連
携
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
は
不
可
欠

小
島

日
本
の
成
長
戦
略
に
と
っ
て
、
経
済
連
携
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
不
可
欠
で
す
。
日
本
企
業

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
っ
て

図表４ ハイブリッド車の販売台数

提供：トヨタ自動車

新型燃料電池車「MIRAI」
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い
く
な
か
、
広
範
な
国
・
地
域
で
統
一
さ
れ
た
ル
ー

ル
が
適
用
さ
れ
る
自
由
な
貿
易
投
資
環
境
が
望
ま
れ

ま
す
。
日
本
を
含
め
た
複
数
の
国
々
に
お
い
て
、
製

造
、
調
達
、
販
売
、
研
究
開
発
な
ど
各
業
務
を
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
大
幅
な
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
本
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
経
済
連
携
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）で
す
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
お
り
、
日
本
の
製
造
業
に
と
っ
て
重
要
な
生
産
基

地
で
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
自
由
貿
易
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
成
立
が
不
可
欠
で
す
の

で
、
日
米
双
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
外
の
経
済
連
携
も
重
要
で
す
。
日
豪
は

首
脳
同
士
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
ほ
ど

関
係
が
緊
密
化
し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）の
早

期
妥
結
に
も
大
い
に
好
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま
す
。

日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）、
な
ら
び
に
二
〇

一
五
年
に
経
済
統
合
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
日
本
、
中

国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
六
カ
国
を
加
え
た
経
済
連
携
協
定
、

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）や
、

さ
ら
に
広
域
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由

貿
易
圏
）構
想
も
重
要
で
す
。
日
Ｅ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
Ａ
も
Ｆ

Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
と
並
行
し
て
進
め
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
発
展
途
上
国
の
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く

と
、
電
力
、
水
、
鉄
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
し
か
し
、
国
に
よ
っ
て
は

ル
ー
ル
、
規
制
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

に
は
、
資
金
、
技
術
面
で
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
官
民
で

連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
も
重
要
で
す
。
総
合
商

社
は
外
国
に
は
な
い
業
態
で
す
の
で
、
当
社
の
場
合
、

海
外
の
当
社
拠
点
で
働
い
て
い
る
外
国
人
材
に
本
社

へ
来
て
も
ら
っ
て
育
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

人
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

当
社
で
は
、
日
本
で
採
用
し
た
新
人
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ー
制
度
」
を
設
け
、
二
〇
代
で
海
外

に
派
遣
し
鍛
え
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
が
推
進
す
る

女
性
の
活
用
を
含
め
て
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
次

世
代
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

久
保
田

友
野
副
会
長
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

新
興
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
後
押
し
す
る

友
野

小
島
副
会
長
の
お
話
の
と
お
り
、
経
済
連
携

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
は
必
須
で
す
。
加
え
て
、

東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
で
現
地
に
入

り
込
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る
経
験
か
ら
申
し
あ
げ
る

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
が
国
・
地
域
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
成
熟
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鉄
鋼
業
の
場
合
、
Ｗ
Ｓ
Ａ
に
、
新
興
国
の
鉄
鋼
業

を
招
き
入
れ
、
欧
州
、
日
本
と
同
じ
目
線
で
情
報
を

共
有
し
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
を
日
本
が
つ
く
っ
て
、
新
興
国

に
導
入
し
て
も
ら
う
努
力
も
必
要
で
し
ょ
う
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
た
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
の
鉄
鋼
業
に
対
し
て
は
、
日
本
の
鉄
鋼
業
の
経

験
を
語
る
と
い
う
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

鉄
鋼
業
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
た
と
き
企
業
は
ど
う
い

う
対
応
を
と
る
の
か
、
雇
用
は
ど
の
よ
う
に
守
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
新
興
国
企
業
に
同
じ
目
線

に
立
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
材
に
関
し
て
は
、
現
地
の
人
材
を
活
用
す
る
こ

と
が
課
題
で
す
。
当
社
は
、
海
外
に
二
〇
〇
以
上
の

拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た

人
が
社
長
に
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
グ
ラ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。
現
地
で
採
用
さ
れ
た
人
に

「
自
分
は
社
長
に
な
れ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
抱
か

せ
、
優
秀
な
人
材
な
の
に
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

取
引
先
の
日
系
企
業
で
は
、
ま
だ
外
国
人
の
責
任
者

に
対
し
て
不
安
を
抱
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
取
引
先
と
一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
採
用
し
た
人
材
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

海
外
経
験
を
積
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
エ
ン

ジ
ニ
ア
は
設
備
を
つ
く
り
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
一
人

前
に
な
り
、
営
業
は
新
た
な
商
圏
を
開
拓
す
る
こ
と

で
一
人
前
に
な
り
ま
す
か
ら
、
海
外
に
出
た
方
が
そ

の
機
会
が
多
い
わ
け
で
す
。
海
外
の
現
場
は
、
日
本

人
社
員
を
鍛
え
る
場
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
保
田

内
山
田
副
会
長
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
環
境
の
国
際
的
な

イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
重
要

内
山
田

日
本
の
自
動
車
産
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争

の
な
か
で
戦
う
た
め
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
三
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
日
本
事
業
の
基
盤
整
備
で
す
。
先
ほ

ど
申
し
あ
げ
た
と
お
り
、
日
本
は
販
売
で
ト
ッ
プ
の

シ
ェ
ア
を
占
め
る
一
方
、
生
産
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
か
ら
の
輸
出
を
伸
ば
す
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
あ
り
ま
す
。
経
団
連
が
日
ご
ろ
か
ら
指
摘
し
て

い
る
法
人
税
、
経
済
連
携
、
労
働
規
制
、
電
力
価
格

等
の
事
業
環
境
の
国
際
的
な
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
は
極
め
て
重
要
で
す
。

二
つ
目
は
、
技
術
面
の
国
際
競
争
力
強
化
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
各
国
で
は
企
業
の
枠
を

越
え
た
技
術
開
発
競
争
が
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
に

お
い
て
も
本
当
の
意
味
で
の
産
学
連
携
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
同
時
に
ア
カ
デ
ミ
ア
と
企
業
の
橋
渡
し
機
能

と
し
て
の
研
究
開
発
法
人
を
強
化
し
て
、
国
際
的
な

技
術
開
発
競
争
に
残
っ
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
本
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

競
争
ば
か
り
で
は
な
く
、
協
調
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
、
先
進
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
日
本
に
お

い
て
、
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
新
し
い
技
術

を
い
ち
早
く
実
装
し
、
そ
れ
を
海
外
に
普
及
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
水
素
社
会
、
交
通
事
故

を
抑
制
す
る
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
を
実
装
し
て
、
産
業

界
が
海
外
に
展
開
し
て
い
く
な
か
で
は
、
国
際
標
準

化
な
ど
、
政
府
に
よ
る
外
交
支
援
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。

久
保
田

奥
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

累
積
的
か
つ
複
層
的
な
金
融
規
制
は

海
外
展
開
の
ネ
ッ
ク

奥

銀
行
は
、
国
内
で
も
海
外
で
も
規
制
業
種
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
金
融
規
制
へ
の
対
応
に
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
割
い
て
い
ま
す
。
日
本
の
銀
行
で
は
当
行
を

含
め
三
行
がG

-SIB
s

（G
lobal

System
ically

Im
-

portant
B
anks：

グ
ロ
ー
バ
ル
に
シ
ス
テ
ム
上
重

要
な
銀
行
）に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、G

-SIB
s

に

対
す
る
規
制
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
バ

ー
ゼ
ル
規
制
に
加
え
各
国
の
規
制
が
か
か
り
、
さ
ら

に
「
大
き
過
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い（too

big
to
fail

）

問
題
」
の
柱
と
な
るT

L
A
C

（T
otalL

oss
A
bsorb-

ing
C
apacity：

総
損
失
吸
収
力
）等
の
国
際
基
準

が
か
か
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
国
際
金
融
規
制
の
今

後
の
展
開
と
こ
れ
ら
規
制
の
累
積
的
か
つ
複
層
的
な

影
響
が
不
確
実
、
不
安
定
、
不
透
明
で
あ
る
こ
と
が
、

海
外
展
開
を
含
め
た
銀
行
経
営
上
の
一
つ
の
ネ
ッ
ク

特集
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
経
験
を
活
か
し
て
、

関
連
す
る
法
規
制
や
預
金
保
険
機
構
を
含
む
金
融
破

綻
処
理
制
度
を
つ
く
り
、
わ
れ
わ
れ
も
リ
ス
ク
感
覚

を
し
っ
か
り
と
つ
く
り
上
げ
て
業
務
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
邦
銀

は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
し

か
し
現
状
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム

の
良
さ
が
考
慮
さ
れ
ず
、
画
一
的
か
つ
過
剰
な
規
制

が
か
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
の
構
築
が
課
題
で
す
。
昨
今
は
、
欧
米
の
銀
行
が

米
国
な
ど
の
金
融
当
局
か
ら
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

な
ど
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
対
し
て
巨
額
の

罰
金
を
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
海
外
展
開
す
る
銀
行
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
、
リ

ス
ク
管
理
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
は
Ｇ
７
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、
銀
行

業
界
で
は
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
は
残
念
な
が

ら
い
え
ま
せ
ん
。
国
際
金
融
規
制
は
危
機
を
引
き
起

こ
し
た
欧
米
諸
国
主
導
で
決
定
さ
れ
、
日
本
は
往
々

に
し
て
少
数
派
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
状
況
を
少

し
で
も
好
転
さ
せ
る
に
は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

強
く
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
、
特

に
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
人
材
を
内
外
で
ど

う
育
成
す
る
か
が
課
題
で
す
。
た
と
え
ば
、
私
ど
も

で
は
す
で
に
、
三
名
の
外
国
人
執
行
役
員
に
加
え
、

外
国
人
社
員
を
日
本
の
部
長
職
に
据
え
る
な
ど
し
て

将
来
の
経
営
層
を
展
望
し
て
育
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
外
国
人
社
員
を
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
異
動
さ
せ

る
な
ど
人
材
の
流
動
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

日
本
人
と
外
国
人
の
二
人
を
現
地
の
ト
ッ
プ
に
置
く

「Co

―H
ead

制
度
」
も
試
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
本
社
の
経
営
に

加
わ
る
外
国
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
人
社
員
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド

を
持
つ
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
国
際
部
門
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
国
内
リ
テ
ー
ル
業
務
部
門
に
お
い

て
も
、
現
在
の
ゼ
ロ
金
利
政
策
下
で
は
売
れ
筋
の
金

融
商
品
は
ほ
と
ん
ど
が
「
外
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
外

国
為
替
な
ど
を
絡
め
た
商
品
で
す
。
と
な
り
ま
す
と
、

世
界
で
起
こ
る
出
来
事
が
、
お
客
様
に
販
売
し
て
い

る
商
品
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
、
常
に
ウ
ォ
ッ
チ
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
「
世

界
地
図
の
な
か
で
考
え
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

続
け
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
と
日
本
経
済
の
発
展

久
保
田

今
後
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
進
展
す
る
な
か
、
日
本
あ
る
い
は
日
本
市
場
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
事
業
活
動
を
ど
の
よ
う
に
日
本

経
済
の
発
展
に
結
び
付
け
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ
の

た
め
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
友
野

副
会
長
か
ら
ご
発
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
ザ
ー
工
場
・
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
と
し
て

国
内
事
業
基
盤
を
強
化

友
野

製
造
業
と
し
て
は
、
日
本
国
内
の
事
業
基
盤

を
強
化
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
れ
が
あ
っ

て
こ
そ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
日
本
企
業
に
と
っ
て
、
日

本
国
内
は
マ
ザ
ー
工
場
・
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
と
し
て
の
位

置
付
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
特
に
Ｒ
＆
Ｄ
に
関
し
て

は
、
新
し
い
商
品
を
つ
く
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
新

た
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

鉄
鋼
業
は
典
型
的
な
基
礎
産
業
素
材
な
の
で
、
ユ

ー
ザ
ー
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で

す
。
単
に
材
料
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
使
用
法

の
提
案
を
含
め
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
点
、
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
は
世
界
で
一
番
厳

し
い
目
を
持
っ
て
お
り
、
鍛
え
ら
れ
ま
す
し
、
腕
試

し
を
す
る
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
鉄

鋼
設
備
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
重
要
で
す
。
設
備
の
製
造
に
関
し
て
は
、
日
本
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
世
界
一
で
す
。
さ
ら
に
、
産
学
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
日
本
鉄
鋼
協
会
は
来
年
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と
企
業
が
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
研
究
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
三
つ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
日

本
の
鉄
鋼
業
は
、
さ
ら
に
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
府
に
は
、
日
本
企
業
が
事
業
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
法
人
税
減
税
、
規
制
緩
和
、

電
力
価
格
な
ど
の
事
業
環
境
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
で
す
。

鉄
鋼
業
は
、
日
本
の
地
方
の
臨
海
部
に
工
場
を
つ

く
り
、
町
を
つ
く
り
、
学
校
や
病
院
を
つ
く
っ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今
日
で
い
う
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
の
よ
う
な
も
の
を
形
成
し
、
運
営
し
て
き
た
わ
け

で
す
。
企
業
が
価
値
を
高
め
、
こ
う
し
た
営
み
が
永

続
的
に
維
持
さ
れ
る
と
い
う
好
循
環
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

久
保
田

内
山
田
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

国
内
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
は

少
子
化
問
題
に
取
り
組
む
べ
き

内
山
田

友
野
副
会
長
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
く
な
か
で
も
、
日

本
国
内
に
お
け
る
事
業
の
大
切
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

先
進
技
術
を
装
備
し
た
商
品
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
供
給

し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
は
日
本
で
成
功
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
興
国
は
需
要
の
変
化
が
激

し
い
の
で
、
こ
れ
に
即
応
す
る
た
め
に
は
日
本
の
供

給
力
は
必
須
で
す
。
日
本
の
開
発
拠
点
、
マ
ザ
ー
工

場
と
い
う
位
置
付
け
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
先
進
技
術
を
装
備
し
た
商
品
を
開
発
し
て

い
く
に
は
、
産
学
連
携
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

実
用
化
と
い
う
出
口
に
結
び
付
け
て
い
く
た
め
に
も
、

研
究
開
発
法
人
の
橋
渡
し
機
能
強
化
を
含
め
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
材
育
成
も
重
要
な
課
題
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
を
戦
っ
て
い
け
る
人
材
と
し
て
、
私
は
、
大
き
く

三
つ
の
人
材
像
を
考
え
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
日
本

か
ら
海
外
へ
出
て
い
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る

人
材
で
す
。
二
つ
目
は
、
技
術
開
発
に
お
い
て
世
界

と
伍
し
て
い
け
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
三
つ
目
は
、

製
造
現
場
の
優
秀
な
人
材
で
す
。
製
造
現
場
の
優
秀

さ
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
本
の
強
み
で
し
た
が
、
さ
ら

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
世
界
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
維
持
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
を
考
え
る
と
、
質
的
な
問

題
と
と
も
に
量
的
な
問
題
が
深
刻
で
す
。
日
本
国
内

の
事
業
を
継
続
す
る
に
は
、
そ
れ
を
担
う
人
材
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
、
少

子
化
問
題
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

久
保
田

奥
副
会
長
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。日

本
独
自
の
精
神
・
文
化
を
活
か
し
た

新
し
い
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

奥

ひ
と
言
で
の
「
○
○
立
国
」
と
い
う
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
的
な
国
家
像
で
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
貿
易
、

投
資
、
科
学
技
術
な
ど
、
す
べ
て
を
総
合
し
た
国
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

一
九
七
七
年
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
第
二
次
産

業
の
割
合
が
四
〇
％
を
切
り
ま
し
た
。
九
六
年
に

は
三
〇
％
を
切
り
、
現
在
は
二
五
％
以
下
で
す
。
こ

う
し
た
流
れ
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
の
強
み
は
や
は

り
、
も
の
づ
く
り
、
技
術
力
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
加
え
て
、
今
後
は
日
本
な
ら
で

は
の
環
境
や
安
全
に
対
す
る
意
識
、
清
潔
さ
、
優

し
さ
、
日
本
的
美
学
あ
る
い
は
知
財
権
と
い
っ
た
も

の
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
文
理
」
が
融
合

し
た
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
、
外
国

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。近

年
、
技
術
力
に
加
え
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
が
日
本
企
業
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
今
述
べ
た
こ
と
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
金
融
機
関

も
、
世
界
に
張
り
巡
ら
せ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使

し
て
、
金
融
仲
介
機
能
に
情
報
仲
介
機
能
、
さ
ら
に

は
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
、
企
業
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く
り
に
「
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

久
保
田

小
島
副
会
長
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

日
本
の
成
長
戦
略
の
両
輪

小
島

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
流
れ
の
な
か
で
、
世
界
的
な
経
済
連
携
の
流
れ
は

重
要
で
す
。
経
済
連
携
が
進
む
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
出
現
し
、
国
と
国
と
の
間
で
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ

ン
の
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
企
業
に
と
っ

て
は
、
こ
う
し
た
変
化
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
経
済
連
携
は
製
造
業
の
み

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

サ
ー
ビ
ス
業
や
農
業
に
つ
い
て
も
国
際
競
争
力
に
磨

き
を
か
け
る
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
と
い
う
点
で
、

日
本
経
済
の
成
長
戦
略
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
連
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
打
ち
勝
つ
に
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
こ
と
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
の
成
長
戦

略
の
両
輪
と
な
る
べ
き
で
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
成
長
の
根
本
で
あ
り
競
争
力

の
源
泉
と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
経
団
連
・
夏
季
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
産
学
連
携
推
進
機
構
の
妹
尾
堅
一
郎
先
生

か
ら
、「
日
本
企
業
は
、
技
術
革
新
に
つ
い
て
は
き

ち
ん
と
で
き
て
い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
革
新

が
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た

と
お
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
決
し
て
製
造
業
の
技

術
革
新
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
製
造
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
革
新
や
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る

社
会
的
な
仕
組
み
を
変
革
す
る
よ
う
な
創
意
工
夫
も

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
例
え
ば
、
今
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
も
い
え
る
コ
ン
ビ
ニ
や
宅
配
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
も
、
世
界
に
通
じ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
大
き
な
障
害
と
な
る
の
は
規
制
で
す
。
規

制
改
革
を
進
め
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
す
と
い
う
視
点
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
民
間

の
創
意
工
夫
や
新
事
業
の
創
造
、
行
政
の
効
率
化
や

小
さ
な
政
府
へ
の
変
革
を
喚
起
し
、
財
政
再
建
と
経

済
成
長
の
双
方
に
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
な
規
制
改
革

を
強
力
に
推
し
進
め
る
べ
き
で
す
。

日
本
経
済
へ
の
貢
献
に

向
け
た
課
題

久
保
田

最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
日
本

経
済
へ
の
貢
献
を
果
た
す
た
め
、
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
、
ご
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ

め
に
、
内
山
田
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
本
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
継
続
で
き
る

環
境
整
備
を

内
山
田

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
い
っ
て
も
、
ど
こ
か

に
根
、
拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
根
は

日
本
に
あ
り
ま
す
。
日
本
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま
く

い
か
な
く
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
う
ま

く
い
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
日
本
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
継
続
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
活
動
を
支
え
る
ベ
ー
ス
に
人
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
日
本
企
業
が
今
日
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
の

は
、
先
輩
た
ち
が
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
か

ら
で
す
。
や
り
方
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
企
業
に
よ
る
人
材
育
成
は
、
こ
れ
か
ら
も
日

本
の
強
み
で
あ
り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。
人
は
日
本

の
資
源
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
人
口
問
題
に
国

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

久
保
田

奥
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

近
隣
諸
国
と
の
外
交
の
安
定
が

日
本
経
済
の
安
定
に
つ
な
が
る

奥

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
で
は
、
グ
ロ

ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
内
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）、

す
な
わ
ち
、
対
内
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
も
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
環
境
の
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け

二
〇
％
台
半
ば
へ
の
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
、
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

一
方
、
対
外
投
資
の
利
益
を
還
流
さ
せ
る
う
え
で

は
、
各
国
の
ル
ー
ル
が
不
明
確
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
特
に
新
興
国
で
は
裁
量
的
な
運
営
が
な
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
二
国
間

あ
る
い
は
多
国
間
の
協
定
の
な
か
で
一
定
の
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
政
府
に
よ
る
働

き
か
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
産
学
連
携
を
強
化
す
る
う
え
で
、
大
学
の

あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
短
期
的
な

成
果
に
目
が
行
き
が
ち
な
な
か
に
あ
っ
て
も
、
基
礎

研
究
の
強
化
に
結
び
付
く
よ
う
な
資
源
配
分
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

外
交
に
関
し
て
は
、
昨
年
十
一
月
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で

三
年
ぶ
り
の
日
中
首
脳
会
談
が
実
現
し
、
両
国
が
関

係
改
善
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
や
は
り
中
国

や
韓
国
な
ど
の
近
隣
諸
国
と
の
関
係
改
善
は
日
本
経

済
の
安
定
成
長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
米
関
係
を

基
軸
と
し
つ
つ
、
特
に
日
中
が
政
治
的
、
経
済
的
に

安
定
し
た
戦
略
的
互
恵
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
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小
島
副
会
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
最
大
限
に
活
用

小
島

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速

し
、
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
す
る
環
境
整
備
に
取

り
組
む
う
え
で
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、
絶
好
の
機
会
と

な
る
で
し
ょ
う
。

国
を
挙
げ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
取
り
組
む
こ
と

で
、「
日
本
再
興
」
へ
向
け
た
国
民
の
目
標
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
政
府
・
企
業
・
国
民
が

何
を
す
べ
き
か
、
そ
の
な
か
で
企
業
が
何
を
す
べ

き
か
、
経
済
界
が
率
先
し
て
考
え
、
具
体
的
な
行

動
に
移
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
規
制
改

革
に
関
し
て
は
、
国
民
的
な
合
意
を
取
り
付
け
る
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ま

た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

世
界
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
日
本
の
国
家
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
最
大
限
に
活
用
す
る
べ
き
で
す
。
官
民
と

も
日
本
と
し
て
の
総
合
的
な
情
報
発
信
の
あ
り
方
を

総
点
検
し
、
新
し
い
取
り
組
み
も
含
め
て
、
世
界
に

対
し
て
経
済
面
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
本
の
良
さ
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
世
界
の
理
解

と
共
感
を
得
る
こ
と
で
、
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
大

い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
た
モ
メ
ン
タ
ム
を
二
〇
二

〇
年
で
終
わ
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
後
の
成
長

へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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最
後
に
、
友
野
副
会
長
か
ら
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

あ
ら
た
め
て

プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

友
野

鉄
鋼
は
、
典
型
的
な
基
礎
産
業
素
材
で
、
使

っ
て
も
ら
っ
て
初
め
て
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
鉄
鋼

業
と
し
て
は
、
自
分
た
ち
が
競
争
力
の
あ
る
鉄
鋼
を

つ
く
れ
ば
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
が
強
く
な
る
の
だ

と
い
う
思
い
で
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

せ
め
て
海
外
の
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
土
俵
で
戦
わ
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
の
は
、
プ
ロ
セ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
戦
後
、
日
本

の
鉄
鋼
業
が
米
国
を
追
い
抜
い
て
世
界
一
に
な
っ
た

理
由
は
、
戦
争
で
壊
滅
状
態
で
あ
っ
た
生
産
設
備
を

一
か
ら
つ
く
り
上
げ
る
際
に
、
新
し
い
プ
ロ
セ
ス
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
を
も
の
に
し
て
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
成
し
遂
げ
た
結
果
、
世
界
一

に
な
れ
ま
し
た
。

日
本
が
標
準
化
し
た
溶
鉱
炉
、
連
続
鋳
造
な
ど
の

鉄
鋼
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
先
進
国
の
設
備
メ
ー
カ
ー
か

ら
買
っ
て
生
産
を
始
め
た
の
が
韓
国
や
中
国
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
は
、
同
じ
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

戦
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
鉄
鋼
業
が

や
る
べ
き
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
プ
ロ
セ
ス
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
、
実
現
し
、
他
国
の
追
随
を
許
さ

な
い
よ
う
な
ダ
ン
ト
ツ
の
技
術
を
得
る
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
鉄
鋼
を
使
う
日
本
の
も

の
づ
く
り
産
業
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

久
保
田

本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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